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1．は じ め に
ヒトの自己認識に関して様々な側面が存在する。例えば，他者からの自己と
自身が認識する自己の間にずれが生じる，あるいは自分の行動を自身で制御で
きない場合がある。これらの側面をみると，我々は自己について全てを理解
し，支配下に置いているとは言い難い。しかし，我々は日常会話において自分
自身について語り，あたかも自分自身を理解し，確固たる自己を確立している
ように感じる。また，自身の姿を認識し，運動場面における自己身体イメージ
や過去から現在までの自身の記憶があることから，何らかの自己概念を保有す
ることも否定しがたい。このような自己概念はヒト特有のものであろうか。動
物の行動や社会をみると，自己概念なしでは考えられないような行動が観察さ
れる。例えば，サルの樹上移動やイルカが水面から数メートルも上にあるボー
ルに向かってジャンプを行うなど，自身の身体の大きさや，自身と対象物の位
置関係を把握する必要がある複雑な行動が存在する。また群れを形成する種
は，その群れにおける自己のランクを理解し，それに対応したふるまいができ
なければ，群れ社会で適応することはできない。このように，観察された行動
から見ても動物における自己概念の存在がうかがえる。
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2．自己とは
自己に関する言及として，James（1890）は自己を「実存的自己（I）」と
「経験的自己（me）」の 2つに分類した。実存的自己とは，経験する主体もし
くは行為の主体であり，主観的な経験をすることで成立する自己である。いっ
ぽう経験的自己は，物質的・社会的・精神的な面を含む総体として想定され
る，カテゴリカルな自己である。つまり自身の身体を含む物質的な自己から，
個人レベルの認知的な特徴，そして人格や役割などの社会的性質まで広範にわ
たって構成される階層構造を持つとされる。その後，James（1890）の 2つ
の分類を踏襲し，Neisser（1995）は自己を 5つに分類した。第一の自己は，
視覚・聴覚・内受容感覚などによる物理的環境の知覚に基づくもので，「生態
学的自己」と呼ばれる。第二の自己は，他者との社会的交渉に基づく自己で，
ヒトに典型的なコミュニケーションの信号や情動的なラポールにより特定され
る「対人的自己」である。第三の自己は，言語的な情報によって獲得された自
分自身の特性に関する心的表象を示す「概念的自己（自己概念）」である。第
四の自己は，個人が認識し，語り，想起するようなライフストーリーを表すこ
とであり，これを「時間的拡大自己」と呼ぶ。そして第五の自己として，主観
的な経験を理解し重要視する際や，その主観的経験が他者とは共有し得ないと
いうことに気付いた際に出現する「私的自己」がある。この 5 つの分類は，
主に自己の発達を検討する際に重要な分類であるとされる。これらを含め，自
己に対する言及や分類は数多くなされているが，自己を対象とした実験研究を
行うのは非常に困難であると考えられる。その中で発案されたのが，鏡を使用
した実験である。この実験では，「自己鏡映像認知（mirror self-
recognition）」，すなわち視覚化された自己像を自分の姿だと認識することが
できるかどうかという点を検証する。次章より，自己鏡映像認知に関する研究
を，対象とした種ごとに概観する。
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3．自己鏡映像認知の研究報告
3−1．ヒトの自己鏡映像認知
ヒトの場合，第 1段階である 6ヶ月齢から 11ヶ月齢では鏡の像に笑いかけ
る，手で触れる，声を掛けるといった，鏡像を他者と見なす反応が見られる。
このような社会的行動を経た後に，第 2段階の 15ヶ月齢から 24ヶ月齢では，
鏡映像に対してしりごみをする，泣き出すなどの鏡を避ける反応が見られる。
そして第 3段階の 21ヶ月齢から 24ヶ月齢には，恥ずかしそうに鏡を見たり，
当惑した表情を見せたり，おどけた顔をしてみせる。この第 3段階の反応を
自己指向性行動と呼び，この時期を自己認知の始まりとすることが一般的であ
る（e.g., Amsterdam, 1972 ; Bertenthal & Fischer, 1978）。
3−2．動物における自己鏡映像認知
ヒトが生後 21ヶ月齢から 24ヶ月齢で自己鏡映像認知を示すのに対し，動
物でも自己鏡映像認知がみられることを最初に報告したのが Gallup（1970）
である。彼はチンパンジーを対象とし，飼育部屋に等身大の鏡を設置し鏡に対
する反応を記録した。その結果，第 1日目ではチンパンジーは鏡の像に対し
て威嚇する，親和的な表情を見せるなどの，鏡の向こうに他個体が存在するか
のような行動を示した。このような社会的行動は 3日程度継続した。しかし，
3日を過ぎる頃には社会的行動は消失し，鏡を見ながら自身の毛づくろいをし
たり，ゴミを取ったりする行動が見られた。これらの反応は自己指向性行動と
みられることから，チンパンジーは鏡に映った姿を自身であると認識するに至
った，と結論づけた。
この結果を客観的な手法で検討するため，次の実験では「マークテスト（ル
ージュテストとも呼ぶ）」という手法を用いた。まず，チンパンジーに麻酔処
置を行い，匂いや付着感の無い特殊な赤い染料を耳たぶや眉の上に付着させ
た。チンパンジーは麻酔によって眠っていたため，染料を付けられたことには
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気付かず，目覚めてもマークを直接見ることはできなかった。この状態で鏡を
設置し，チンパンジーの反応を観察した。その結果，鏡がない状態と鏡がある
状態で赤い染料に触れる回数を比べると，鏡がある状態では染料部分に触れ
る，あるいは染料が付着した部分を鏡に映そうとする行動が増加した。この結
果から，マークテストを受けたチンパンジーは，鏡に映っている染料の付いた
チンパンジーの姿を自身であると認識し，自身の身体に触れる，あるいは自身
の状態をより詳しく観察するような行動が増加した，と考えられる。
この研究を契機として，同様のマークテストを用いた実験が他の霊長類，鳥
類，イルカ，ゾウ，愛玩動物など多様な種を対象に実施された。その結果，チ
ンパンジー（Gallup, 1970）の他にボノボ（Hyatt & Hopkins, 1994），オラ
ンウータン（Suarez & Gallup, 1981），ゴリラ（Patterson & Cohen, 1994），
バンドウイルカ（Reiss & Marino, 2001），アジアゾウ（Plotnik, de Waal, &
Reiss, 2006），カササギの一種であるカチガラス（コウライガラス）（Prior,
Schwartz, & Güntürkün, 2008）において自己鏡映像認知が確認された。こ
れらの研究により，自己鏡映像認知はヒトに特殊な能力ではないことが示され
た。また，自己鏡映像認知が確認された動物種に共通した類縁関係は認められ
ないことも分かった。特に Reiss and Marino（2001）によるバンドウイルカ
の自己鏡映像認知の報告は，陸上生物のみならず海洋生物も自己鏡映像認知能
力を持つことを明らかにしており，動物の自己鏡映像認知に新たな視点をもた
らしたと言える。
バンドウイルカは群れを形成し，個体どうしの結びつきが強いことから，鯨
類の中でも社会性の高い動物である。複雑な社会集団を構成し，野生では母系
集団をなし，飼育下では身体の大きさや水槽内の古参／新参という特徴によっ
て，優劣関係が形成される（村山，2008）。シグネチャーホイッスル（signature
whistle）と呼ばれる個体特有の鳴音を発することも知られており，これを個
体識別に使用している可能性があるとされる（Janik, Sayigh, & Wells,
2006）。自己と他個体の関係を認識するのみでなく，個体間の社会的結び付き
を示す親和的行動（affiliative behavior）も観察される。例えば，胸びれを相
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手の身体に擦り付けるフリッパーラビング（flipper rubbing）と呼ばれる行動
（e.g., Sakai, Hishii, Takeda, & Kohshima, 2006 ; Tamaki, Morisaka, &
Taki, 2006）や，2頭が動きを同調させながら浮上したり呼吸したりする行動
（Sakai, Morisaka, Kogi, Hishii, & Kohshima, 2010）がある。これらの行動
には，同性間や母子間の絆を強める作用があると指摘されている。以上の点か
ら，バンドウイルカは日常的に他個体と自身の関係を推し量る社会に身を置
き，自己概念の所有を推察できる種である。Gallup（1983）も社会的行動を
行う観点から自己鏡映像認知の調査対象としてバンドウイルカを挙げた。次節
では，バンドウイルカの自己鏡映像認知に関する研究報告について紹介する。
4．バンドウイルカの自己鏡映像認知研究
4−1．バンドウイルカの生態
まず，バンドウイルカが属する鯨類の生態について簡略に述べる。鯨類は上
顎にエナメル質の薄い板状の形状をしたヒゲ板（くじらひげ）を持つ「ヒゲク
ジラ亜目（類）（Mysticeti）」（例：シロナガスクジラ，ザトウクジラ）と，歯
を持つ「ハクジラ亜目（類）（Odontoceti）」（例：シャチ，バンドウイルカ）
に分類される。そして，ハクジラ亜目のうち体長が 3～4 m 以下の小型の種を
イルカ，体長 4 m 以上の種をクジラとよぶ（ヒゲクジラ亜目はすべて 4 m 以
上なのでクジラである）。ハクジラ類の特徴の一つとしてエコーロケーション
（反響定位）を行う点が知られている。これは音の反響を利用して周囲の状況
や相手の様子を探索することができるものである。このエコーロケーションを
使用すると，海底の砂の中に潜んでいる魚も探り当てることができる。よっ
て，周囲の環境情報の取得にはエコーロケーションを主に利用していると考え
られ，視覚能力に関しては過小評価を受けることが多かった。しかしながら，
実際は状況に応じてエコーロケーションと視覚能力を使い分けていることが明
らかになっており（Kuczaj, Solangi, Hoffland, & Romagnoli, 2008），周囲の
状況把握，餌生物の探査，外敵からの防御および他個体や多種とのコミュニケ
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ーションに視覚を有効に利用していることが報告されている（Madsen & Her-
man, 1980 ; Herman & Tavolga, 1980）。
4−2．バンドウイルカの自己鏡映像認知に関する研究報告
バンドウイルカを対象とした自己鏡映像認知研究としては，現在までに 3
篇の研究論文が存在する。Marten and Psarakos（1994）は，水槽にハーフ
ミラーを取り付け，5頭のイルカの胴体側部に染料でマークをつけた後，鏡の
背面からイルカ達の行動を観察した。その結果，どの個体も側面のマークを凝
視するような行動を示した。次いで行われた Marino, Reiss and Gallup
（1994）でも，2頭のバンドウイルカにマークを付け，マークテストを実施し
たところ，全体的反応としては自己指向性行動であるか社会的行動であるかの
区別が困難であった。ただし，対象としたイルカの中には実験者がマークを拭
き取った後に鏡のところへ行き，何度もマークのついていた箇所を確認するよ
うな行動を示した個体もみられた。その後 Reiss and Marino（2001）は実験
条件を改良し以下の研究を行った。2頭のバンドウイルカを対象に，イルカ自
身が直接見えない身体部位に実験者が事前にマークをつけるマーク条件，実験
者が事前にマークをつけるふりをする擬似マーク条件，そしてマークなし条件
の 3条件を設定した。その結果，マーク条件においてイルカは鏡の前で身体
をよじりながらマークを鏡に映す行動を示し，鏡の前における滞在時間も他の
条件より長かった。この結果から，Reiss and Marino（2001）はイルカはた
だ鏡に興味を示しただけではなく，鏡映像を自身であると認識したと主張し
た。
筆者はバンドウイルカの自己鏡映像認知の確認のため，鏡に対してどのよう
な行動レパートリーを示すか観察を行い，そしてマークテストを用いて自己指
向性行動がみられるか実験を行った（陳，2008, 2010）。まず陳（2008）で
は，神戸市立須磨海浜水族園で飼育されている雌 5頭のバンドウイルカを対
象に，鏡とイルカの姿が反射されない青色のアクリルパネルを用いて，それぞ
れの条件でみられた行動を比較した。その結果，5頭全てが鏡に対してより注
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意を向ける行動がみられた。観察された具体的な行動は，鏡の前で静止する，
泳ぎながら鏡を見る，口を開ける，頭をぶつけるという 4つの行動であった。
また個体別に鏡の前でみられた行動を挙げると，成熟したイルカのうちの 2
頭はトレーニングで与えられた餌を吐き出すような行動を示した。また 2頭
の子どものイルカのうち 1頭では鏡の周りを猛スピードで泳ぎ回る，鏡に向
かって激しく頭をぶつけるといった威嚇行動を示し（この行動は鏡呈示を経験
するたびに減少した），またもう 1頭は鏡に向かって舌を出すといった行動を
示した。子どものイルカの行動はチンパンジーで観察された自己指向性行動と
類似していた。
続いて陳（2010）では，名古屋港水族館のバンドウイルカ 7頭（雄 4頭，
雌 3頭）を対象に，左目上後方と頭頂部に染料を塗りマークテストを行った。
その結果，1頭の雌が鏡の前で頻繁に左向きの体勢を取る行動が観察された。
この結果から，このイルカは左目上後方に付けられたマークを凝視していた可
能性が示唆された。その後，当該個体を対象として身体の左右交互にマークを
付け，左右における鏡前での停留時間を測定した。このテストでは，Reiss and
Marino（2001）が使用したマークあり条件と擬似マーク条件を用いた。具体
的には，左目上後方にマークを塗布した際には右目側には触れるだけであった
（左右逆転した場合も同様）。その結果，右側にマークを塗布したときには，右
向きの体勢での停留時間が左側に比べて長かったことが示された。しかし左側
にマークを塗布した場合でも右向きの体勢での停留時間が長かった。このよう
に陳（2010）では，自己鏡映像認知の生起が示唆されたのは 1頭のみであり，
その結果も一貫しないものであった。
筆者の 2つの研究（陳，2008, 2010）では自己鏡映像認知が明確に示され
なかった。その原因について探るべく，次節では自己鏡映像認知研究が持つ問
題点について考察する。
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5．動物の自己鏡映像認知研究における 3つの問題
5−1．鏡刺激の問題
動物の自己鏡映像認知研究における問題の 1つ目は，呈示する鏡の問題で
ある。筆者が行った 2つの研究の手続きを比較する。陳（2008）では通常何
も物が置かれていない観察窓に鏡が設置された。そして鏡は観察窓と同程度の
大きさで（0.96 m×1.2 m）あった。この条件では，5個体全てが鏡に対する
注意を示したことが確認された。一方，陳（2010）では水族館の来館者が観
覧する展示用窓に鏡が設置された。3枚（各 1.8 m×0.9 m）の鏡が均等な間
隔に設置されたが，これは展示用窓全体を占めるほどの大きさではなかった。
この条件では，全 7頭のうちわずか 1頭のみが鏡に対して注意を向ける結果
となった。
これらの相違点から，鏡の大きさと，鏡に対する注意には関連があると推測
される。陳（2008）では，通常何も置かれていない窓に巨大な鏡が設置され
たため，イルカの注意を喚起することができた。ところが陳（2010）では，
多くの観覧客がおり，また多くの設置物がある展示用窓に鏡が設置されたた
め，呈示物に対する馴れからイルカに十分な注意を喚起できなかった可能性が
考えられる。十分な大きさの鏡を呈示する点と，鏡に対する注意の喚起は自己
鏡映像認知の実験結果に影響を与える要因の一つとして考えられる。
前章において，自己鏡映像認知が可能な動物としてアジアゾウを挙げた。こ
のアジアゾウを対象として Plotnik et al.（2006）より前に行われた Povinelli
（1989）の実験では自己指向性行動が観察されず，自己鏡映像認知ができない
という結論に至っていた。しかしこの実験では使用された鏡が小さく特定の角
度からではゾウの身体を十分に写すことができなかった。また安全上の理由で
ゾウから離れた位置に鏡を設置したため，注意が喚起されず鏡に対する探索も
行わなかった。Plotnik et al.（2006）はこの 2点を改良することでアジアゾ
ウの自己鏡映像認知を示した。以上の点から，対象となる動物の身体を写すの
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に十分な大きさの鏡を用いるのは自己鏡映像認知研究において重要なファクタ
ーであると考えられる。ただし，十分に大きな鏡を設置してもアカゲザルのよ
うに自己指向性行動が観察されない動物も存在する（e.g., Gallup & Suarez,
1991）。動物が飼育されている施設に合わせて，十分な注意喚起と探索行動を
誘発するような実験器具を用いて実験を行う必要がある。
5−2．マークテストの問題
動物の自己鏡映像認知研究においてはマークに対する反応がみられる点に基
づき，当該種は自己鏡映像認知が可能であるという結論に至る。例えば，霊長
類を対象としたマークテストでは，マークを手で触れる行動が自己指向性行動
とみなされる。しかし，イルカの場合，手（胸びれ）でマークを触ることがで
きないため，「マークが付けられた身体の部分を鏡に向けた」という点から判
断される。そのため鏡に対して身体のある部分を向ける行動を自己指向性行動
とみなすかどうか，という問題が考えられる。この点を解決するためマークテ
ストに代わる代替案が必要とされているが，現時点では適切な検証方法が生み
出されていない。
5−3．個体差の問題
7頭のバンドウイルカを対象とした陳（2010）では，自己鏡映像認知の生
起が示唆されたのはわずか 1頭であった。このような個体差は他の種でも報
告されている。Gallup（1970）では実験対象となった全てのチンパンジーに
おいて，鏡を見ながらマークを触るなどの行動が観察されたが，Swartz and
Evans（1991）はチンパンジー 11頭のうち，わずか 1頭のみであった，と報
告した。Povinelli, Rulf, Landau and Bierschwale（1993）は 105頭のチン
パンジーを対象にしたが，全体の 20％しかマークテストに成功することがで
きなかった。Plotnik et al.（2006）は 3頭のアジアゾウを対象にし，1頭の
みがマークテストに成功した。Prior et al.（2008）では 4羽のカササギのう
ち 2羽のみが成功した。この研究では，自己指向性行動を示さなかった個体
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は鏡に対して威嚇を行っていたようである。これらの点から，ヒトが早い段階
から鏡像を理解するのに対し，動物には個体差が存在するようである。
動物における自己鏡映像認知の個体差は何故存在するのであろうか。生後の
経験，個体ごとのパーソナリティなどの観点が挙げられているが，未だ十分解
明されていない。ヒトの幼児が向社会的な行動を示す時期と自己鏡映像認知を
示す時期がほぼ同じであるとの報告から（Lewis & Ramsay, 2004），他者へ
の共感が自己鏡映像認知の能力に関わるとする仮説（同時創発仮説）がある。
動物が鏡に映った自己像を認識する能力は自然環境では使用されないことか
ら，自己鏡映像認知能力は生得的に備わっているものではなく，さまざまな認
知的機能が社会的な環境にさらされることによって生じた能力ではないかと考
えられる。
6．自己鏡映像認知研究の意義
6−1．種間比較による進化的成立基盤の解明
自己鏡映像認知研究がヒト以外の種を対象として実施される目的の一つに，
自己概念をヒトが持つに至った進化的基盤を明らかにする点が挙げられる。
Gallup（1970）のチンパンジーを対象とした実験は，自己鏡映像認知がヒト
特有のものではないことを示すとともに，自己概念の進化的成立基盤を探る道
を開拓したといえる。Gallup（1970）を契機として，チンパンジー以外の霊
長類を対象とした多くの研究が行われた。大型類人猿のうちチンパンジー，ボ
ノボ，オランウータンの 3種で鏡像での自己認知が可能なことが示されてい
る。残る大型類人猿のゴリラについては結果が一貫せず，自己鏡映像認知が認
められないとの報告（Suarez & Gallup, 1981）がある一方で、肯定的な結果
の報告（Patterson & Cohen, 1994）もある。サルではほとんどの研究におい
て自己鏡映像認知ができないとする結論で一致している。
海洋生物の自己鏡映像認知の系統発生についても議論され，バンドウイルカ
以外で，シャチ・オキゴンドウ・カリフォルニアアシカを対象にマークテスト
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が実施された（Delfour & Marten, 2001）。その結果，シャチとオキゴンドウ
ではマークを鏡に映し自分の身体を調べるような行動がみられた。特にシャチ
では，鏡でマークの位置を確認し，鏡から離れた壁にマークの付いた身体の部
分を擦りつけ，マークを擦り落とすような行動が観察された。しかし，カリフ
ォルニアアシカではマークを探索するような行動は観察されなかった。加えて
筆者はカマイルカとベルーガを対象としてマークテストを実施した（陳，
2010）。その結果，ベルーガではマークが付けられた身体を鏡に向けたり，マ
ークを擦り落すような行動が観察された。しかしカマイルカでは，鏡に対して
威嚇行動を示した。この結果は，鯨類内においても自己鏡映像を理解できる種
とそうでない種が存在することを示している。これらの結果から導かれるの
は，自己鏡映像認知は収斂進化（系統の異なる複数の生物が類似する形質を個
別に進化させること）の過程を経て，それぞれの種で半ば独立的に発生したと
いう仮説である。この仮説に従えば，ヒトでみられる自己鏡映像認知は，ヒト
という種が経験してきた自然環境内に自己鏡映像認知を必要とするようななん
らかの要因が存在したことにより発生したといえる。今後，自己鏡映像認知の
種間比較が進むにつれて，この仮説の妥当性が明らかになるであろう。
6−2．学習経験の影響
自己鏡映像認知は種が生得的に持つ能力であろうか。このような議論を行う
際に必ず考察が必要となるのが，学習経験の影響である。この影響に対する一
つの回答として，「コロンバン・シミュレーション」とよばれるハトを被験体
とした一連の研究プロジェクトの中の一つの実験が挙げられる（Epstein,
Lanza, & Skinner, 1981）。Epstein らは，ある種の動物は可能であるが，別
の種では不可能である，といった系統発生的問題に注目した。そして自己鏡映
像認知などの進化の過程で獲得されたとされる行動も，プログラムされた訓練
によって学習できるのではないかと考え，次のような実験を行った。まず，被
験体のハトの身体に印を付け，身体に付けたドット（印）をつつくことを訓練
した。続いて，壁にドットを呈示しこのドットをつつくことを訓練した。ハト
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はドットをつつくことによって餌を得ることができた。この訓練の後，ハトの
体にドットを付けたまま首によだれかけを付け，ドットが直接見えないように
した。そして鏡を見せたところ，直接見ることのできないドットをつつこうと
する行動が観察された。この結果より，実験手続きを工夫した上で訓練を行え
ば系統発生的にできないと考えられていた種であっても自己鏡映像認知が可能
になることを示唆した。
これに呼応する研究として，Itakura（1987）のニホンザルを対象とした報
告がある。ニホンザルは過去の研究により自己鏡映像認知が不可能であるとさ
れていたが，事前に鏡を使う訓練を行わせることによって，鏡による自己像の
認知が可能であると結論づけた。この実験では，まず「鏡を媒介とした物の弁
別」として鏡を使わなければ中が見えない箱にリンゴを入れ，その箱に手を出
すかどうかを調べた。その結果，箱の中にリンゴがあるときには手を出し，無
いときには手を出さなかった。続いて，「鏡に誘導された行動（mirror guided
behavior）」として鏡を使って自分の手を目標に到達させるという課題を行っ
た。その結果，サルは鏡を見て手の運動を修正しながら目標に到達することが
できた。このような鏡の訓練が終了した後，事前に鏡の訓練を行ったニホンザ
ルに首輪を付け馴らした後，麻酔処置を施し首輪に細い針金を付け，その先に
造花を付けた。針金で装着された造花はサルの動きと同期して動くため，鏡を
見てからサルが上を見ると，造花も後方に移動する。造花をよく見ようと前か
がみになったり，上目使いをしているうちに，最終的には手を造花の方に持っ
ていき掴み取ることができた。造花を掴み取ることができた点から，ニホンザ
ルは自分と同期して動く造花を，自分の身体の前方にあるものとして捉えたわ
けではないと考えられる。この造花を使用した一連の課題を「フラワーテス
ト」と呼ぶ。加えて，鏡に対する訓練を行わなかったサルにフラワーテストを
行ったところ，造花を掴み取ることは行わず社会的反応が観察された。以上の
結果から，ニホンザルは訓練次第で鏡による自己像認識が可能であることが分
かった。
なおヒトにおいても，自己鏡映像認知の成立に対する経験の影響が示されて
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いる。自己鏡映像認知の獲得年齢には生後の鏡を見る経験の頻度や文化差に関
係があるとされる。先進国の幼児に比べて鏡を見る機会が少ないアフリカ地域
の幼児では，自己鏡映像を明確に認知できる年齢がやや高いことが報告されて
いる（e.g., Inoue-Nakamura, 2001）。
自己鏡映像認知能力が生得的か，あるいは経験によるものであるのか，に関
して現在でも多くの議論が続けられている。現時点では明確な回答が出る段階
ではないが，系統発生の推定における学習経験の要因は十分に考慮する必要が
ある。
6−3．今後の展望
自己鏡映像認知研究の多くは，その種間比較を通して，ヒトの自己概念の進
化的成立基盤の解明を目的とする。しかし，様々な種を対象とした研究が増え
ていくなかで，自己鏡映像認知が可能か不可能かという点に焦点が当てられて
いる。本節では今後の自己鏡映像認知研究の方向性に関わる可能性がある領域
について述べる。
1つ目は，動物における鏡映像そのものの認知の研究である。自己鏡映像認
知研究が進むなかで，そもそも動物は鏡映像をどのようにとらえているのかと
いう問題が見過ごされてきた。例えば Pepperberg, Garcia, Jackson, and
Marconi（1995）は 2羽のヨウムの鏡に対する反応を調べた。ヨウムは他の
鳥類のように鏡像に対して社会的反応を示したが，鏡を見ないと中に何が入っ
ているか分からない箱に食べ物を入れ，ヨウムに見せると，箱をひっくり返す
行動を示した。箱に何も入っていないときには，箱をひっくり返すことはなか
った。さらには，鏡を使って物の場所を判断する空間認知の課題もクリアする
ことができたと報告されている。この結果は，鏡による自己像の認知は行えな
いが，鏡を道具として利用することは可能であることを示している。バンドウ
イルカでは鏡像をどのように捉えているか，または鏡像を利用して物体の位置
を探るといった課題は，現時点ではまだ検討されていない。鏡使用行動と鏡に
よる自己像の認識がどのように相互作用するか，今後検討していくべき課題で
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ある。
もう 1 つの方向性は神経科学的側面からのアプローチである。Feinberg
（2001）は，ヒトでは自己鏡映像認知には特殊な脳機能が関与している可能性
を示唆している。Feinberg（2001）は脳卒中・認知症によって脳機能の不全
が認められた患者が鏡を見た様子について記録を行った。その結果，ある患者
は鏡に映る自分の姿について「自分そっくりの女性が映っている。彼女の方が
おしゃべりで自分の真似ばかりをする」と話したと報告している。もう一人
は，鏡に映る自分を「自分の夫を奪おうとするストーカーである」と話し，
鏡に自分の姿が映ると鏡の像に対して罵声を浴びせたり，飛び掛かろうとし
た，と報告している。この患者らの反応は「鏡像誤認（mirror self-
misidentification）」と呼ばれ，興味深いことに，患者たちは鏡に映る家族や
他人の像は理解できるのに対し，自分の像だけが理解できないのである。鏡像
誤認は，自分に身近な対象が本物そっくりの偽物と妄想してしまうカプグラ症
候群の一種であるとされる。
また，発達した大脳新皮質と社会性の 2つの要因がヒトの自己鏡映像認知
能力の獲得，及び成立の前提条件となっている可能性が主張されている
（Marino, 2002）。さらに脳内の離れた層と層を結びつける働きがあると考え
られているフォン・エコノモ細胞（Von Economo neurons : VENs）が，ヒ
トと大型類人猿（Nimchinsky, Gilissen, Allman, Perl, Erwin, & Hof, 1999 ;
Allman, Watson, Tetreault, & Hakeem, 2005），鯨類（Hof & Van der
Gucht, 2007），アフリカゾウ（Hakeem, Sherwood, Bonar, Butti, Hof, & All-
man, 2009）に共通して認められたことから，当該細胞が自己鏡映像認知に必
要な細胞である可能性が示唆される。自己鏡映像認知能力の進化的基盤を明ら
かにする上で，神経科学的アプローチも有用であると考えられる。
7．お わ り に
本論では，バンドウイルカの研究報告を中心に自己鏡映像認知の再考を行っ
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た。多くの動物を対象として実験を行うことにより多くの新たな知見を得られ
たが，自己鏡映像認知が可能か不可能か，という点に議論が集中し，その基盤
については未だ多くの未解明点が残されたままである。動物の自己概念の検証
には様々な領域からのアプローチが必要であろう。現在，鏡映像のみならずテ
レビモニター（e.g., Eddy, 1996 ; Marten & Psarakos, 1994；明和，2006 ;
Toda & Watanabe, 2008）を使った手法やメタ認知（metacognition）と呼ば
れる自己の意識や状態の弁別といった観点からも研究が行われている（e.g.,
Smith, Sgields, & Washburn, 2003 ; Fujita, 2009 ; Call, 2010 ; Naka-
mura, Watanabe, Betsuyaku, & Fujita, 2011）。自己鏡映像認知にはどのよ
うな意味があるのか，今後様々な研究分野と連携を図り，その仕組みや進化的
意義が解明されることが望まれる。
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